




　全長：１７ｃｍ　時期：通年
　特徴：背のコバルトブルーと水色、腹のオレンジ色のコン
トラストが鮮やかで｢飛ぶ宝石｣とも呼ばれるほど美しく、人
気ナンバー１。嘴が大きく、水の中に飛び込んで小魚やエビ
をくわえる。オスは嘴が上下とも黒く、メスは上が黒で下が
赤いので区別ができる。チーッチッチッチと鳴きながら水
面近くを直線的に飛ぶ。

　全長：２０cm　時期：通年
　特徴：川原にいて、チーリーと鳴いて
飛ぶ。止まったときには尾羽を上下に
振る。体の上面が茶褐色、下面が白く、
肩のところまで白い部分が食い込む。

　全長：３３cm　時期：１０月～５月
　特徴：体の上面が緑色のハト。腹は
白く、下腹にかけて黒い斑がある。オ
スの翼は、赤紫色の部分が目立つ。オ
アーオ、オアーオと鳴く。群れる。

全長：３３cm　時期：通年
　特徴：黒茶色の体で、額から嘴にかけて(額板)
が赤く、嘴の先は黄色。脇腹に白い斑点が並び、
尾羽の下の部分の白が目立つ。若鳥は、額板が
黄褐色で、全身が茶褐色

　全長：オス　３３cm　メス　３９cm
　時期：１１月～３月
　特徴：ハトより少し大きいハヤブサ
で、小鳥を捕らえる。オスは、灰色の頭、
背は茶褐色。メスは、頭も背も茶褐色。
もみ上げは淡い黒。

　全長：オス41cm　メス49cm　時期：通年
　特徴：カラスより少し小さく、猛スピードで
飛び、小鳥を捕らえる。飛んでいるときには、翼
の先が開かない。止まっているときは、黒いも
み上げが目立つ。

　全長：３９cm　時期：１１月下旬～３月
　特徴：全身が黒く、額から嘴にかけて
(額板)が白い。水中に潜って、水草を抜
きあげ、水面で食べる。カモのなかまに
横取りされることもある。

　全長：２１cm　時期：通年
　特徴：川原の砂礫地にいて、嘴が黒
く、脚が黄色いチドリ。体の上面が茶褐
色、下面が白、茶褐色の首輪がある。ピ
オ、ピオやピピピッと鳴く。

　全長：３６cm　時期：通年
　特徴：けたたましい声でケレッ、ケ
レッと鳴きながら農耕地の上を飛ぶ。
嘴は黄色で先が黒い。脚は長く、黄色。

　全長：２６cm　時期：１０月～４月
　特徴：川原や湿地、農耕地の水路な
ど湿ったところを好む、茶褐色と黒の

斑模様のシギ。嘴が非常に細長い。

　全長：３３cm　時期：５月中旬、８月下旬～９月中旬
　特徴：ポポッ、ポポッと鳴く。体の上面が灰色、腹にやや
太い縞模様がある。メスは、体の上面が赤褐色の個体もい
る。秋にサクラやウメのケムシやイモムシを食べる。

ハヤブサ幼鳥

チョウゲンボウ
バン

オオバン

イカルチドリ

ケリ

イソシギ

タシギ

アオバト ツツドリ

★ハヤブサのなかま
(タカ目ハヤブサ科)

★クイナのなかま
(ツル目クイナ科)

★チドリのなかま
(チドリ目チドリ科)

★シギのなかま(チドリ目シギ科)

　全長：３３cm　時期：通年
　特徴：デデーポッポーと繰り返し鳴
く茶色がかった灰色のハト。虹彩は赤
い。首の後ろ側に金属光沢の縞模様が
ある。群れにはならない。

キジバト

★ハトのなかま(ハト目ハト科)

★カッコウのなかま
(カッコウ目カッコウ科)

★カワセミのなかま
(ブッポウソウ目カワセミ科)



　全長：１７cm　時期：３月下旬～１０月上旬
　特徴：額と喉が赤い。幼鳥は淡い赤茶色。体
の下面は白い。尾羽は燕尾で、オスのほうが長
い。巣は茶碗を縦に半分に割り、壁の面にくっ
つけた形。
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　全長：１７cm　時期：通年
　特徴：農耕地や川原にいて、茶褐色の
ため、地上にいるときは見つけにくい。
春から秋にかけて、複雑な声で鳴きな
がら飛ぶ。お日様にお金を貸して、｢日
一歩利取る利取る｣と聞く地方もある。

　全長：１５ｃｍ　時期：通年
　特徴：日本で一番小さいキツツキ。背に白
いまだら模様。木の幹に垂直に止まり、登り
ながら虫をさがす。ギーッという歯ぎしりの
ような声や、キッキッキッキッと甲高い声を
出す。鳴きながら波状に飛ぶ。

　全長：１３cm　時期：４月～９月
　特徴：体の下面は白く、腰も白い。尾羽は少
しへこんだ形。巣は、急須を縦に半分に割り、持
ち手の部分をくり抜いて、天井と壁の面にくっ
つけた形。

　全長：２０ｃｍ　時期：通年(秋～冬に多い)
　特徴：水辺で小さな虫を食べる。腹が黄色く、
チチン、チチンと金属的な声で鳴きながら、波
状に飛ぶ。止まると尾羽を上下に激しく振る。

　全長：２１ｃｍ　時期：通年
　特徴：水辺で小さな虫を食べる。翼が黒灰色、
腹は白。顔は白くて目を通る黒い線。チュチュ
ン、チュチュンと鳴きながら、波状に飛ぶ。止
まると尾羽を上下に激しく振る。

　全長：２１ｃｍ　時期：通年
　特徴：水辺で小さな虫を食べる。翼が黒、腹は
白。顔は黒くて目の上に白い眉線。ジュジュッ、
ジュジュッと濁った声で鳴きながら、波状に飛
ぶ。止まると尾羽を上下に激しく振る。日本特
産種。

　全長：１６cm　時期：１０月～４月中旬
　特徴：体の上面は緑がかった褐色で、腹には、
黒褐色の縦に連なる斑模様。ズイーッと鳴く。林
縁部で尾羽をゆっくり上下に振りながら歩いて
餌をさがす。

　全長：１６cm　時期：１０月～４月上旬
　特徴：体の上面は茶褐色で、腹には黒褐色の
縦に連なる斑模様。農耕地や川原の砂礫地で歩
いて餌をさがす。止まったときに尾羽をゆっく
り上下に振る。

　全長：２８cm　時期：通年
　特徴：頭が灰色、顔は赤茶色。尾羽が長い。ピー
ヨピーヨと大きな声で鳴く。甘いものが好物で、
花の蜜も好んで吸う。深い波型に飛ぶ。

　全長：１９～２０ｃｍ　時期：通年(秋～冬に多い)
　特徴：大阪府の鳥。鋭く下に曲がった嘴をもつ小さな猛
禽。頭は茶色、背は灰色、目を通る線はオスは黒く太い、
メスは茶色。高いところに止まって、尾羽をぐるぐると回
す。ギチギチギチッと鳴く。

　全長：１８cm　時期：１２月～４月上旬
　特徴：後頭部が尖った形をした紫が
かった茶褐色の鳥。ヤドリギの実が好
物。尾羽の先が赤い。群れになる。

コゲラ
ヒバリ

ツバメ

イワツバメ キセキレイ ハクセキレイ

セグロセキレイ ビンズイ タヒバリ

ヒヨドリ モズ
ヒレンジャク

★キツツキのなかま
(キツツキ目キツツキ科)

★ヒバリのなかま
(スズメ目ヒバリ科)

★ツバメのなかま
(スズメ目ツバメ科)

★セキレイのなかま
(スズメ目セキレイ科)

★ヒヨドリのなかま
(スズメ目ヒヨドリ科)

★モズのなかま
(スズメ目モズ科)

★レンジャクのなかま
(スズメ目レンジャク科)
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　全長：１４ｃｍ　時期：１２月～３月
　特徴：オスは頭から背、翼、尾羽がブ
ルーでわき腹がオレンジ色。メスは頭
から背が褐色で、尾羽がブルー。ヒッ、
ヒッ、ヒッとかタッ、タッ、タと鳴く。

ルリビタキ♂

ジョウビタキ♂

　全長：14ｃｍ　時期：10月下旬～４月上旬
　特徴：オスは頭が銀色、顔が黒く、腹がオレ
ンジ色。翼に白い斑点があり、｢紋付き鳥｣とも呼
ばれる。メスは全身が茶色で、尾羽の下や下腹
部がオレンジ色。翼にはオスよりも小さな斑点
がある。ヒッ、ヒッ、ヒッと鋭い声で鳴くほか
タッ、タッ、タとも鳴く。横枝に止まってお辞
儀をし、尾羽を振る礼儀正しい鳥。

ノビタキ

　全長：１３cm　時期：４月中旬～下旬、９月
下旬～１１月上旬
　特徴：全身が茶褐色で、体の上面は黒い縦に
連なる斑模様。農耕地で杭の上に止まり、地上
の虫を捕らえてまた違う杭の上に止まることを
繰り返す。春に通過するオスは、頭が黒い個体
がいる。

イソヒヨドリ

　全長：２６cm　時期：通年
　特徴：オスは頭から胸、背にかけて青
く、腹がオレンジ色、メスは黒褐色で腹
が濁ったオレンジ色。止まっていると
きに尾を上下に振る。

トラツグミ

　全長：３０cm　時期：１２月～３月
　特徴：黄色と黒のタイガースカラー
の大きなツグミ。地上でミミズなどの
餌をさがすとき、体全体を上下に動か
す動作をよくする。昔話の怪物｢ヌエ｣
は、この鳥のこと。

アカハラ

シロハラ

　全長：24cm　時期：11月上旬～4月上旬
　特徴：頭と背が茶褐色で、腹は白褐
色で中央は白い。地上で落ち葉をかき
分けかき分け餌をさがす。キョキョ
キョキョーやピチピチピチーなどと大
きな声で鳴きながら飛ぶ。

マミチャジナイ
　全長：２２cm　時期：３月～４月、
１０月～１２月
　特徴：体の上面が茶褐色、腹は淡い
オレンジ色で中央は白い。目の上の白
い眉が目立つ。春は地上で餌をさが
し、秋は木の実などを食べる。

ツグミ
　全長：24cm　時期：10月下旬～４月下旬
　特徴：頭は黒く目の上の白い眉が目
立つ。翼は茶褐色。胸は黒い斑模様が
目立つが個体差が大きい。秋から冬は
群れになって木の実をよく食べ、春に
なると地上で単独で餌をさがす。

　全長：２４cm　時期：３月～５月上
旬、１０月～１２月
　特徴：頭と背が黒褐色で、腹はオレ
ンジ色で中央は白い。キョロンキョロ
ンツリーとさえずる。春は地上で餌を
さがし、秋は木の実などを食べる。

　全長：オス　１６cm　メス　１４cm
　時期：通年
　特徴：さえずりは｢法法華経｣。夏から冬にかけては、チャ
チャッ、チャチャッと鳴く。体の色は、｢うぐいす色｣ではな
く、茶褐色。藪の中にいて、あまり姿が見られない。

ウグイス
キビタキ

　全長：14cm　時期：通年(近年繁殖)
　特徴：オスは体の上面が黒く、目の上の黄色
い眉、喉から胸のオレンジ、腹の黄色が鮮やか。
メスは体の上面が茶褐色で、背は緑がかった褐
色。ホイピーヨと複雑な美声でさえずる。

オオルリ若
　全長：１７cm　時期：４月中旬～５月
上旬、９月下旬～１０月
　特徴：オスは、頭から背、翼、尾羽が
瑠璃色。顔と胸が黒く、腹は白い。メス
は体の上面が茶褐色で腹は白い。ピー
ルーリと複雑な声でさえずり、ジュや
ジェの濁った声が混ざる。

★ツグミのなかま
(スズメ目ツグミ科)

★ヒタキのなかま
(スズメ目ヒタキ科)

★ウグイスのなかま
(スズメ目ウグイス科)
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サメビタキ

　全長：１４cm　時期：４月中旬～５月
上旬、１０月
　特徴：体の上面は黒みがかった灰色。
目の周囲は白い。胸は褐色で腹は白い。
横枝に体を立てて止まる。

エゾビタキ

　全長：１５cm　時期：４月中旬～５月
上旬、９月中旬～１０月中旬
　特徴：体の上面は黒みがかった灰色。
目の周囲は白い。胸から脇腹にかけて
濃い褐色の縦に連なるはっきりした斑
模様。横枝に体を立てて止まる。

コサメビタキ
　全長：１３cm　時期：４月中旬～５月
下旬、８月下旬～１０月
　特徴：体の上面は黒みがかった灰色。
目の周囲が白く、目の先も白い。胸から
脇腹にかけて薄褐色の縦に連なる淡い
斑模様。横枝に体を立てて止まる。

エナガ
　全長：１４ｃｍ　時期：通年
　特徴：身体の半分以上が尾羽。ひしゃくの
柄が長いのに似ているので、｢柄長｣。頭の上は
白く、目のまわりが黒く、瞳は赤色。肩のあ
たりがピンク色のおしゃれな小鳥。いつも群
れで行動し、ジュリジュリと複雑な声を出し
ながら、枝から枝へ移って餌を採る。

ヤマガラ

　全長：１４ｃｍ　時期：通年
　特徴：頭と喉が黒く、頬は白、背と腹
がオレンジ、翼は灰色のカラフルな鳥。
ツツピー、ツツピーと鳴くほか、ニェー
ニェーと鼻にかかったような声で鳴く。
昔、縁日でおみくじを引いていた鳥。

シジュウカラ

　全長：１５ｃｍ　時期：通年
　特徴：黒い頭、白い頬、首から腹にか
けて黒いネクタイ。オスは太く、メスは
細い。青みがかった翼に白い帯、背は黄
緑色。ツピーツツピー、ツピー、ジュク
ジュクジュクなど、複雑な声で鳴く。群
れで餌をさがす。

メジロ
　全長：１２ｃｍ　時期：通年
　特徴：頭から背、翼がオリーブ色。目
の回りが白い小さな鳥。｢うぐいす色｣は、
メジロのこと。花の蜜や熟したカキの
実など、甘いものが好き。チーチー、チ
リリチリリなどと鳴き、群れになる。

ホオジロ

　全長：１６cm　時期：通年
　特徴：オスは全体に赤褐色で、目の上の眉
と頬、喉の白とその他の部分の黒との対比が
目立つ。メスはオスと同じパターンで全体に
くすんだ色彩。繁殖期は｢一筆啓上仕り候｣と
梢でさえずり、繁殖期以外は藪の中でチチッ、
チチッと鳴く。

ミヤマホオジロ
　全長：１６cm　時期：１２月～３月
　特徴：後頭部が尖っている。オスは
目を通る黒い線とその上と下の黄色が
目立つ。メスは目を通る茶褐色の線と
その上と下のくすんだ黄色。チッ、
チッと細い声で鳴く。

アオジ

　全長：１６ｃｍ　時期：１１月～４月
　特徴：背が緑がかった褐色、腹が黄緑
色のホオジロの仲間。小さな群れで芝
生の上で餌を採ることもある。茂みの
中でチッ、チッと強い声で鳴く。

クロジ
　全長：１７cm　時期：１２月～３月
　特徴：オスは全身が黒っぽい灰色
で、下嘴は肉色。メスは全体が茶褐色
で、目の上の眉と、頬、喉は、薄茶色。
茂みの中でチッ、チッと細い声で鳴く

アトリ

　全長：１６cm　時期：１１月～３月
　特徴：体の上面が黒褐色で、胸と脇
腹、翼の一部のオレンジ色が目立つ。
腹は白い。群れになって秋は樹上で、
冬から春は地上で餌をさがす。

★エナガのなかま
(スズメ目エナガ科)

★メジロのなかま
(スズメ目メジロ科)

★ホオジロのなかま
(スズメ目ホオジロ科)

★アトリのなかま
(スズメ目アトリ科)

★シジュウカラのなかま
(スズメ目シジュウカラ科)
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カワラヒワ

　全長：１５ｃｍ　時期：通年
　特徴：キリリコロロと澄んだ声で鳴きながら
飛ぶ。嘴が太く短く、草や木の種子を食べる。尾
羽はＭ字型でエビフライの尻尾にそっくり。全
身が茶褐色で、止まっているときも、飛んでい
るときも翼の一部の黄色が目立つ。

ウソ
　全長：16cm　時期：11月下旬～4月上旬
　特徴：オスは頭が黒く、喉が赤い。メ
スは頭が黒く喉や腹が淡い褐色。嘴が
短い。ヒッ、フーと口笛のような声で鳴
き、｢嘯く(うそぶく)｣という古語が名前
の由来。天満宮のうそかえ神事に使わ
れる鳥。

イカル
　全長：23cm　時期：通年(夏は少ない)
　特徴：黄色い嘴、黒い翼の一部に白い
斑、青い斑の全身が灰色の鳥。尾羽は長
い。キヨコキーとさえずる。｢お菊二十
四｣と聞く地方もある。冬は、群れに
なって餌をさがす。

ニュウナイスズメ
　全長：１４cm　時期：１１月～３月
　特徴：オスは赤褐色の頭で喉の一部が
黒い。頬の一部は黒くない。冬は、目の
後ろに白い線が出る。メスは体の上面が
茶褐色で、目の上の白い眉が目立つ

ムクドリ

　全長：２４ｃｍ　時期：通年
　特徴：全身が黒褐色で、嘴と脚はオレ
ンジ色、顔に白い斑点がある。キュル
キュルキュルと鳴き、群れで餌をさが
す。

ハシブトガラス

　全長：５７cm　時期：通年
　特徴：額がでっぱり、上の嘴の付け
根が太く、先が急に細くなっている。
カーカーやアーアーと澄んだ声で鳴く
が、濁った声も出す。

ハシボソガラス

　全長：５０cm　時期：通年
　特徴：額がでっぱらず、嘴が付け根
から徐々に細くなっている。ガーガー
と濁った声で鳴く。鳴くときに頭を下
げてお辞儀をするような姿勢になるこ
とがある。

　全長：２７cm　時期：通年
　特徴：ハトより少し小さい。地面の
上で餌をさがすが、木の枝にとまるこ
ともよくある。チョットコイ、チョッ
トコイと大きな声で鳴く。

コジュケイ（キジのなかま）

スズメ

　全長：１５cm　時期：通年
　特徴：栗茶色の頭で目の周りと喉の
一部、頬の一部が黒い。人の営みのな
いところでは生息しない。夜は大きな
群れになって眠る。

シメ
　全長：１８cm　時期：１１月～４月
　特徴：嘴が太く、ずんぐりした体型
で、尾羽は短い。喉の黒、尾羽の先の
白、翼の一部の青い部分が目立つ茶褐
色の鳥。群れになって餌をさがす。

野鳥観察データ（リスト）は巻末（p . 3 9 ）にあります。

ゴイサギの幼鳥

p.2 参照

オオタカの幼鳥

p.3 参照

★スズメのなかま
(スズメ目ハタオリドリ科)

★ムクドリのなかま
(スズメ目ムクドリ科) ★カラスのなかま

(スズメ目カラス科)

★外来種

★幼　鳥
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図1. 石川河川公園自然ゾーンの4地区　

Ａ地区　水路復元エリア
Ｂ地区　ワンドのエリア

Ｃ地区　河畔林のエリア

Ｄ地区　ミニ石川のエリア

梅川

石川における自然回復造成後の昆虫相の推移
－ライトトラップ調査－

はじめに

「自然ゾーン」に関する経過
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図3.造成3ヶ月後（2002.6.26.） 図4.造成6年後（2007.8.18.）

図2.Ａ地区の完成図

平面図

断面図

ライトトラップ定点

管理用通路兼散策路

管理用通路兼散策路

メインエントランス

石川本流
通常水位

元低水敷
ライン

元低水敷
ライン

府道

旧梅川掘り下げ水路

梅川合流口
連節ブロック隠し護岸
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調査方法

図5.ライトトラップ

表1.各年の目別種数および総種数の推移

目 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 総数

トンボ目 0 0 1 2 0 0 3

バッタ目 8 13 8 7 7 7 23

ハサミムシ目 0 0 0 0 1 0 1

カマキリ目 0 0 0 1 1 1 1

カメムシ目 7 20 15 10 11 20 47

アミメカゲロウ目 0 1 0 1 0 1 3

コウチュウ目 10 23 18 12 15 35 64

ハエ目 3 6 2 5 3 2 17

チョウ目 26 50 52 54 61 30 152

ハチ目 2 2 0 2 2 1 9

合　　計 56 115 96 94 101 97 320

表2.各年における上位優占種の推移（単年度において上位5種に入った種の個体数の推移を示した）
種　　　　　　　　　　名 2002年 2003年 2004年 2005年 2007年

ヒメコガネ 4 84 448 239 947

ホシハラビロヘリカメムシ 0 1 0 6 105

ハマベアワフキ 0 2 2 3 20

ドウガネブイブイ 1 1 0 2 18

ツチカメムシ 0 43 56 25 13

コカマキリ 0 0 0 1 13

ヒメマダレミズメイガ 29 0 3 7 10

アオドウガネ 3 4 3 16 8

アカマダラメイガ 1 5 25 4 3

ハネナガヒシバッタ 61 10 0 14 2

クロコガネ 0 6 0 20 2

スギヒメハマキ 36 0 2 1 0

オオホシカメムシ 30 20 20 6 0

オオズケゴモクムシ 28 0 0 0 0

ホシカメムシ科の一種 0 102 0 0 0

ミツカドコオロギ 0 95 0 0 0

Harpalus属の一種（ゴモクムシ亜科） 0 95 0 0 0

オンブバッタ 2 11 22 2 0
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結果

図6.ヒメコガネの年次推移 図7.ツチカメムシの年次推移

図8.ハネナガヒシバッタの年次推移 図9.オオホシカメムシの年次推移
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「石川沿い段丘崖の緑」の詳細調査

～H20年度「自然環境保全活用調査その７」報告書より抜粋～

■「石川沿い段丘崖の緑」の詳細調査

（１）調査対象地の位置

　本調査では、「富田林市緑の基本計画」に「富田林の環境の骨格となる緑」として位置づけ
られた｢石川沿い段丘崖の緑」について、現況の状況や植生、保全すべき自然等について調査
を行った。緑の基本計画に位置づけられている段丘崖は、市域北部の川面町～若松町、及び
市域南部の錦織神社～大谷女子大学の付近の顕著な緑で、本調査ではそれらに加えてさらに
北部の喜志町付近の斜面地、および南部の河内長野市境付近の丘陵部についても調査を行っ
た。
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（２）石川段丘崖の緑・北部

　市北部の段丘崖の中で竹林等の緑の存在がはっきりわかる、市域北端の喜志町および川面
町～若松町の中小企業団地沿いを踏査した（H20/6/17)。段丘崖の多くは荒れた竹林となっ
ており、ここ数年のうちに駐車場や住宅地、道路用地などとして開発整備され緑が消失して
いる箇所も多く見られた。しかしながら、一部のまとまった緑地（中野-4、若松 -5 など）
では、クヌギ、エノキ、ムクノキなどの広葉樹の大木があり、連続する緑の拠点として貴重
な存在となっている。

＜緑地の現況状況　（各緑地の位置は図面1,2 を参照）＞

●喜志-1 立地：水田背後の用水路沿い幅数ｍの段差。裏側（段丘崖の上）は畑。
植生：ハチクと思われる竹藪

●川面-1　 立地：川面町の住宅と道路との間の段差。
植生：マダケの竹林。林縁部にはエノキなどの広葉樹も若干見られる。

●川面-2 立地：川面町の住宅と道路との間の段差。
植生：斜面を利用した住宅の庭として利用され庭木や花類が植えられている。

●中野-1 立地：整備中の道路（甲田桜井線）の法面。反対側は中野1 号児童公園。
植生：一度伐採されたマダケの竹藪と草地。

●中野-2 立地：畑の中の斜面地。
植生：コンクリートで固められており、植生は見られない。

●中野-3 立地：中野町の住宅と中小企業団地の間の段差。
植生：北側半分は梅などの果樹園として利用され、中間部はマダケの竹林、
　　　南側はクズの茂った法面でエノキの大木が数本生えている。

●中野-4 立地：中小企業団地沿いで最もまとまった面積の緑地。7 ～ 8 ｍの高低差のあ
る小山となっていて、周囲に用水路が流れている。

植生：クヌギやエノキがまざったマダケ林。一部にモウソウチクも見られる。
道路や水路に竹林が覆い被さらないよう伐採の手入れも行われている。

●若松-1 立地：段丘崖の下に開発整備された住宅の裏側の水田畦地。
植生：畦として草刈り管理された草地。柿の木も見られる。

●若松-2 立地：若松町の住宅と中小企業団地の間の小斜面。
植生：庭木などが植えられているが、エノキの高木なども見られる。

●若松-3 立地：駐車場の法面。法面の上は果樹の畑として利用されている。
植生：法面は一度伐採されて低くなった竹藪。上部は草地と果樹園。

●若松-4 立地：若松町の住宅の間の法面。下部は新しく開発された住宅地。
植生：マダケの竹藪。下半分は住宅の庭として花壇などが作られている。

●若松-5 立地：若松町の住宅と中小企業団地の間の斜面地。面積は広くないが、広葉樹
の大木があるため緑のボリュームが感じられる。

植生：ほとんどがマダケの竹林だが、住宅地側へ登る道沿いには、エノキ、
ムクノキ、クスノキなどの大木が林立している。
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（３）石川段丘崖の緑・南部

　市南部では、断続的に竹林や斜面地として段丘崖がみとめられる、錦織神社付近から河内
長野市境の丘陵部の間を踏査した（H20/6/26、8/21)。北部と同様に段丘崖の多くは荒れた
竹林となっており、住宅地や農地の間のわずかな空き地として痕跡が認められる箇所も多い。
その中で、錦織北二丁目付近の長く連続した竹林（錦織-4）や、最南部の丘陵部（錦織-8）
は面積的にボリュームがあり、一部にクヌギなどの広葉樹が混じるなど、南部段丘崖の緑の
拠点として重要である。

＜緑地の現況状況（各緑地の位置は図面3,4 を参照）＞

●錦織神社 立地：厳密には段丘崖ではないと思われるが、神社林としてまとまった面積の
　　　緑があり、以南につづく段丘崖の緑と連続的にとらえたい。
植生：アラカシやクスノキなどの照葉樹中心の広葉樹林

●錦織-1　 立地：錦織神社と段丘崖の間に位置する小丘で、埋蔵文化財包蔵地（遺跡）の
「新家古墳」にあたる。周辺には水田が広がっている。

植生：アラカシ等の広葉樹林で、一部にヒノキ植林や造園木の植栽、またマダ
　　　ケの侵入が見られる。

●錦織 -2 立地：荒前水路沿いの小規模な樹林地、および段々になった農地。
植生：用水路沿いは竹やぶや小潅木の植栽地となっている。農地の畦は草刈り
　　　管理がされていて、比較的良い景観を保っている。

●錦織 -3 立地：荒前水路と住宅の間の斜面地。
植生：エノキ、ムクノキ、センダンなどの大木があり、竹も侵入している。

●錦織 -4 立地：上部と下部の水田にはさまれた長く連続する斜面で、南部で最も顕著に
　　　わかる段丘崖となっている。
植生：ほとんどがマダケとモウソウの竹林となっており、若干の手入れもされ
　　　ているようである。

●錦織 -5 立地：工場や送電線、畑地などにはさまれた斜面地。
植生：ほとんどが竹やぶにおおわれている。

●錦織 -6 立地：大谷女子大に隣接する寺池の堤防法面。
植生：竹やぶになっているが、ヤナギの大木も見られる。

●錦織 -7 立地：住宅地内の斜面で、すぐそばまで家屋が建っている。
植生：マダケの竹林で、その中にエノキなどの広葉樹の大木が見られる。

●錦織 -8 立地：河内長野市境に面したまとまった規模の丘陵地。北側は住宅地、南側は
　　　水田で、緑地の北側を水路が流れている。
植生：丘陵の東および北半分はマダケの竹林となっているが、中央部は広葉樹
　　　林となっている。アベマキの大木が数本見られるなど、他の段丘崖の緑
　　　地よりも里山林としての特徴が強い。
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■保全施策の提案

（１）現地調査結果のまとめ

　現地調査結果を概観すると、市域北部および南部において断続的につづく各段丘崖は、ま
とまった面積をもった一団の緑地か、もしくは帯状に残された小斜面かに大きく分けられ、
さらにそれぞれの植生によって、緑地の位置づけや今後の保全の方向性を検討していく必要
がある。

●一団の緑地

　一団のまとまりある面積をもつ緑地は箇所数は少ないが、その植生をみると、竹林の他に
エノキ、ムクノキなどの河畔林的な樹種や、クヌギ、コナラなどの里山林的な樹種が混在し
ている。これらは「緑の基本計画」において石川段丘崖の機能として位置づけられた、「自然
環境を特徴づける緑」また「自然景観を特徴づける緑」として重要な緑である。
　さらに、ボリュームのある緑は、南北方向の自然の連続性とともに、石川～市街地～農
地・里山を結ぶ島状のエコトーンの一つとして重要な役割をもつ。

●帯状の小斜面

　段丘崖の多くは、住宅の間や道路・水路の法面として残された帯状の小さな斜面緑地と
なっている。これらは面積も小さく、竹やぶや雑草地となっていて緑の質は高くないが、「緑
の基本計画」に位置づけられている「防災機能を有する緑」として、大規模火災時の延焼遮
断機能や、工場地域と住宅地域の緩衝帯としての機能をもっている。
　また、これらの小斜面に生育している竹やぶや潅木林は、崖地の土留めとしての機能を有
しているため、安易な開発には注意が必要である。

　調査した各段丘崖を、上記の視点で整理すると以下のようになり、北部では「中野-4」
「若松-5」が、南部では「錦織神社」「錦織-1」「錦織-4」「錦織-8」が、一団の緑地として
重要である。

A 広葉樹林 錦織神社

B 広葉樹と竹の混交林 中野-4 錦織-1 錦織-8

C 竹林 若松-5 錦織-4

喜志-1 川面-1 中野-3 錦織-3 錦織-5 錦織-6

若松-4 錦織-7

川面-2 中野-1 中野-2 錦織-2

若松-1 若松-2 若松-3

帯状の小斜面
その他
　（樹園地、草地等）

段丘崖の位置
立地・面積 主な植生

E

D 竹林・竹やぶ

北部 南部

一団の緑地
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（２）自然保全手法の検討

①　主な植生ごとの方針

　段丘崖の主な植生は、一団の緑地では、Ａ広葉樹林、Ｂ広葉樹と竹の混交林、Ｃ竹林　に、
帯状の小斜面では、Ｄ竹林・竹やぶ、Ｅその他（樹園地、草地等）に分けられる。これらの
主な植生ごとに、今後の管理や保全方針について以下にまとめた。

Ａ　広葉樹林 ：錦織神社

錦織神社の境内林は「市指定保存樹林」になっており、コジイ、スギ、ヒノキ、クスノ　
　キ、アラカシなどの約1ha のまとまった樹林地である。南部の段丘崖の拠点的な場所とな
　るため、保存樹林として良好な樹林環境を維持継続していく必要がある。

Ｂ　広葉樹と竹の混交林：中野-4、錦織-1、錦織-8

　主に、クヌギ、コナラ、アラカシなどの里山林的な樹種と竹林が混在しており、竹林が拡
　大傾向にある。このまま放置しておくと広葉樹が竹に被圧されてしまうと考えられるため、
　できるだけ早く竹林の伐採や間伐を行うことが望ましい。

Ｃ　竹　林 ：若松-5、錦織-4

　良好な景観の竹林とするため、また隣接する農地や道路へのはみ出しなどの影響を抑える
　ために、ある程度の間伐を行うことが望ましい。また、一部に広葉樹が生育している箇所
　（若松-4 のエノキ、ムクノキなど）では、周囲の竹を伐採して広葉樹を活かしていきたい。

Ｄ　竹林・竹やぶ（小斜面）
：喜志-1、川面-1、中野-3、若松-4 錦織-3、錦織-5、錦織-6、錦織 -7

　良好な景観の竹林をつくり、隣接する住宅や道路、農地、水路等への影響を抑えるため、　
　Ｃと同様に定期的な間伐や伐採を行うことが望ましい。防災面の機能や斜面地の安定を維
　持するために、小面積でも裸地化せず緑を保全していくことが必要である。

Ｅ　その他（樹園地、草地等）
：川面-2、中野-1、中野-2、若松-1、若松-2、若松-3 錦織 -2

　果樹園や畑、庭木植栽などに利用されている箇所は、適当な管理を行うことで緑地として
　の機能が維持されると考えられるが、新たな裸地化やコンクリート舗装などが行われない
　よう、すでに開発された箇所を含めて緑化のＰＲや誘導を行うことが望ましい。

②　広報ＰＲと開発協議

　一団の緑地であるか帯状の小斜面であるかを問わず、石川段丘崖の機能や重要性はまだま
だ市民には知られていない。そのため、これまでに開発されて消失した緑地があり、また一
部では崖くずれなどの災害が生じた箇所もある。
　今後は、「緑の基本計画」に位置づけられた緑地としての意義を市民に積極的に広報ＰＲす
るとともに、安易な開発に一定の抑制がかかるよう、開発の際には緑化や防災について、市
や地域住民と協議を行っていくことが必要である。
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（３）施策提案

＜モデル地区の設定と市民協働による保全＞

　石川段丘崖は長距離にわたって断続的に立地し、各緑地の現況状況も様々であるため、全
体としての自然保全がなかなか困難である。そこで、北部の「中野-4」地区を石川段丘崖保
全のモデル地区に設定し先導的に保全管理を行っていくことで、段丘崖の緑の重要性のＰＲ
や、今後の保全手法の検証を行うことを提案する。

●　「中野-4｣地区の現況状況と位置づけ

　北部の段丘崖の中でもっともまとまった面積があり、植生も竹林だけでなく、クヌギ、コ
ナラなどの広葉樹も見られる箇所である。また、市史跡「喜志城跡」周辺の「中野北遺跡」
および「中野遺跡」にまたがって立地しており、史跡保護の視点からも保全が望まれる。
　さらに、土地所有者や地元町会の関心が高く、現在の荒れた状態を改善したい意向が市に
も伝えられており、地元住民との協働で保全管理を行うモデルケースとして位置づけること
ができる。

●保全管理の進め方（案）

・協議の場の設定
　地元町会や土地所有者との協議の場を設定し、現在の問題点と今後の管理方針について相
談・検討する。

→　竹林の管理方法について（間伐、タケノコ掘り、定期的な草刈りなど）
→　広葉樹の管理方法について（樹種・本数等の調査、周辺の竹伐採、間伐など）
→　その他（散策道づくり、野草の植栽、自然観察など）

・現地視察
　実際に現地の樹林に入り、竹の状況や広葉樹の調査を行うとともに、その他の整備につい
て現地を見ながら意見交換する。

・竹林管理の試行実施
　視察にもとづいて試験的に一部の竹伐採を
行った後、市の広報などで呼びかけて本格的な
管理作業を行う。

・竹林管理の講座開催
　地元の経験者や外部講師を招いて、竹林管理
の基礎知識や管理技術について学び、実習を兼
ねて現地での間伐活動を行う。

・定期的な管理の継続
　毎年の定例活動を決め、無理のない範囲で継
続的な管理をすすめていく。

・管理組織づくり
　土地所有者、町会、市、市民運動協議会、学
校など関心のある人が参加する「協議会」など
を組織し、活動の定着を図る。
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活動紹介）活動紹介）活動紹介）活動紹介）活動紹介）               特定非営利活動法人　里山倶楽部特定非営利活動法人　里山倶楽部特定非営利活動法人　里山倶楽部特定非営利活動法人　里山倶楽部特定非営利活動法人　里山倶楽部

活動紹介）活動紹介）活動紹介）活動紹介）活動紹介）     石川あすかプランを考える市民連絡会／石川自然クラブ石川あすかプランを考える市民連絡会／石川自然クラブ石川あすかプランを考える市民連絡会／石川自然クラブ石川あすかプランを考える市民連絡会／石川自然クラブ石川あすかプランを考える市民連絡会／石川自然クラブ

＜協議会参加団体の活動紹介＞＜協議会参加団体の活動紹介＞＜協議会参加団体の活動紹介＞＜協議会参加団体の活動紹介＞＜協議会参加団体の活動紹介＞

　里山倶楽部は、「好きなことして、そこそこ儲けて、い
い里山をつくる」をコンセプトとして、里山の保全管理
や環境教育に関するさまざまな事業を行なっています。
会員は約 25 0 名。活動グループのひとつ「とんびくらぶ」
では、龍泉寺近くの果樹園で里山初心者が楽しみながら
草刈りなどの手入れや果物の収穫などを行なっていま
す。

講座および自由参加活動
　●里山の学校（里山基礎講座）　●森林ゼミ（人工林管理） ●里林班（雑木林管理）
　●窯の穴（炭焼師養成講座）　　●弘川千年の森（協働事業）●里山ｷｯｽﾞｸﾗﾌ （゙子供対象）
　●とんびくらぶ（山遊び・山仕事体験）　●桜とりすの森（ﾆｭ ｰ ﾀ ｳ ﾝでの緑化活動）
生産販売事業
　●里山事業部（森林作業請負、炭・薪等の生産販売）
　●里山自然農場（無農薬米、野菜等の生産販売）
　●里山バザール（さと山パン、竹酢液、竹炭焙煎珈琲、野草のリース等の販売）
まちづくり・研究活動
　●里山バイオマス事業部（薪炭林のｴ ﾈ ﾙ ｷ ﾞ ｰ化研究）
　●里山環境教育オフィス（ワークショップ等の受託事業）

連絡先：寺川裕子, 〒 584-0024　富田林市若松町4-20-6，TEL/FAX 0721-25-3128

竜泉の果樹園の手入れ→

　石川自然クラブは、石川の自然について学び、考え、調べ、遊び、行動することを通じて、
石川本来の川の流れや河原の自然環境をとりもどし、地域の暮らしと共生する自然豊かな川
づくりを行なうことをめざして、以下のような活動を行っています。
　①石川の自然や生きものについての学習・観察・調査
　②子どもたちが石川の自然を体験できる機会の提供
　③石川の自然についてのＰＲ活動
　④石川の自然にふさわしい整備や管理についての共生型技術の検討・提案
　⑤地域の人たちや市民団体、行政や専門家との協働の場づくり
　⑥石川流域におけるネットワーク活動
　毎年恒例の「石川流域フォーラム」では、１年間の活
動成果を生きもの標本や写真・パネル展示等で紹介して
います。また、「石川こども自然隊」では地域の子どもた
ちとともに石川の自然を体験し、「石川自然公園自然ゾー
ン計画運営協議会」では、行政や地元町会と協働して石
川の自然についての様々な提言や取組みを行っています。

連絡先：笠原英俊, 〒 584-0086　富田林市津々山台1-5-1，TEL/FAX 0721-29-7894

地元住民と行政の協働で行った竹林伐採作業→
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活活活活活動動動動動紹紹紹紹紹介介介介介）））））　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金剛の自然環境を守り育てる会金剛の自然環境を守り育てる会金剛の自然環境を守り育てる会金剛の自然環境を守り育てる会金剛の自然環境を守り育てる会

活動紹介）活動紹介）活動紹介）活動紹介）活動紹介）          　　　　　　　　　　　　　　　                         富田林の自然を守る会富田林の自然を守る会富田林の自然を守る会富田林の自然を守る会富田林の自然を守る会

平成 19年 3月に設立され丸 2年を経過しようとしています。
錦織公園にほど近い寺池台三丁目を拠点とし、わずかに残る里山風景を保っていき、次の世代に継承し
ていけるよう活動を行なっています。

今年度の主な活動内容は、
・里山を臨む散歩道（寺池 3号公園内）に花壇をつくる
・ 山際の畑で芋や大根などの野菜を作り地域の子供たちに
も参加してもらっての収穫作業では、あぜの草花や生き
物の観察と共に行なう

・ 1月には公園への植樹、シダレザクラ他10本、ヤマブキ、
エニシダ、アジサイなどの低木約40本、カキノキ 1本を
地元寺池台小学校の生徒の皆さん役 180名にも参加して
いただいて行なう

・ 地産地消の大切さを伝えるためのキャンペーンとして月
に1度の公園での朝市（野菜・果物）を行なう（5月より
7回）

・ その他年に2回公園の清掃、自然クラフトの講習などを行
なう

連絡先：〒 584-0073　富田林市寺池台三丁目１８－４１
事務局　十川　明子

ジャガイモ植え付け体験

　協議会主催で行われた里山保全作業（富田林「里山ホリデー」）、自然観察会、昆虫ウオッ

チング、野草を食べる会、里山クラフト、どんど焼きともちつきなどを主体的に取り組みま

した。

　協議会の主催活動以外の取り組みとしては、「タケノコ掘り」、「国際ワークキャンプ（NI C E

と共催；協議会は協力参加）」、「里山コンサート」の開催、「ＮＩＣＥ週末キャンプ」、「自然

環境市民大学（大阪自然環境保全協会）」、「パンゲアグループ」、「保育園の遠足」、「小学校

野外学習」、「学童保育」、「地域の子供会」、中央

公民館の講座「里山で遊ぼう」、「富田林市職員研

修」などの受け入れ、水利組合に協力しての溜池

の土手の草刈り、水路脇の樹木の伐採、南原の栗

園の手入れなどを行いました。

　

　連絡先：田渕武夫
　　　　　〒584-0024　富田林市若松町 4-16-21
　　　　　TEL/FAX　0721-24-7960

学童クラブの昆虫採集
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活活活活活動動動動動紹紹紹紹紹介介介介介）））））　　　　　 富田林勤労者山岳会富田林勤労者山岳会富田林勤労者山岳会富田林勤労者山岳会富田林勤労者山岳会「「「「「嶽嶽嶽嶽嶽ののののの会会会会会」」」」」

活活活活活動動動動動紹紹紹紹紹介介介介介）））））　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N I C EN I C EN I C EN I C EN I C E 　チーム富田林　チーム富田林　チーム富田林　チーム富田林　チーム富田林

　日本勤労者山岳連盟は2006 年 2 月 19 日に労山自然保護憲章（１
～ 9 章）を制定しました。
憲章には、「登山活動を通して、自然を見る目をやしない、自然
の変化をとらえ、山と地球規模の環境保全に寄与します。」「ク
リーンハイク運動に参加し、登山者のモラルを高め、山からゴミ
を一掃します。そこでつちかった力で、さらに多面的な自然保護
活動を広げてゆきます。」「自然を傷つけない登山技術を求め普及
していきます。」等があり、山の自然と共存しながら、登山文化
の継承発展を目指しています。
　私たち｢嶽の会｣も毎年６月、クリーンハイキング(金剛山)を取
り組み、捨てられているゴミの多さに驚き、また普段登っている
多くの山で人為的な自然破壊が進んでいる状況を見てきました。
自然保護・環境保護のために、まず身近な自然から見直そうと
富田林の自然を守る市民運動協議会の活動に参加しています。

＊富田林の自然を守る市民運動協議会に参加する団体としての活動＊富田林の自然を守る市民運動協議会に参加する団体としての活動＊富田林の自然を守る市民運動協議会に参加する団体としての活動＊富田林の自然を守る市民運動協議会に参加する団体としての活動＊富田林の自然を守る市民運動協議会に参加する団体としての活動
　　09 年 2 月１日(日)午前 1 0 時から 19 名（嶽の会から 8 名)の参加で、自然観察路等の修
復作業を行いました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（自然保護担当　上角　敦彦）　

観察路の修復（階段づくり）

観察路の修復（杭づくり）

 （特活）NI C E は、日本、東アジアで行われている国際ワークキャンプの主催、紹介、また
より身近な活動として、一泊二日で行う週末ワークキャンプの運営をしています。わたした
ちチーム富田林は、月に一度奥の谷を訪れ、手作りのみかん小屋に泊まりながら、自然を守
る会の皆さんと共に里山保全活動に励んでいます。どんど焼き、梅狩り、田植えなど、普段
は体験することのないような季節の行事にも参加させてもらい、大阪とは思えない、豊かな
大自然を満喫しています。
N I C E と奥の谷とのお付き合いは、今年でなんと 1 0 年目を迎えました！ 1 月には、汗と涙
の結晶？！である観察路の開通式も行われ、
少しずつですが成果も目に見える形で残るよ
うになってきています。去年に引き続き、自
分たちで使うもの（食べるもの）は手作り
で！をモットーに、自然を守る会の皆さんの
サポートのもと、お米、しいたけ、囲炉裏に
使う竹炭まで、手作りしました。わたしたち
チームにとって、大事な大事な第二の故郷で
す。来年度から運営メンバーが大きく変わり
ますが、これからもどうぞよろしくお願いし
ます。
連絡先：NI C E 関西オフィス　
TEL： 06 － 4804 － 9045

観察路の開通式
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2008年度　協議会事業報告

2008年度に協議会が行った活動を以下のように分類することができ
る。
(1)生態系保全活動
① 雑木林の林床管理（下樵）、②人工林(スギ・ヒノキ林)の管
理（間伐、枝打ち）、③竹林管理（雑木林および人工林への
タケの侵入防止）、④草地管理（休耕田とその畦、ため池の
土手など）、⑤水生生物の保護と育成。

(2)自然とふれあい、自然と親しむ活動
①　観察路づくり、②自然観察（植物・昆虫）、③水の生きものと遊ぶ、④竹炭焼き、⑤シイタケ
栽培、⑥果樹栽培、⑦野草を食べる、⑧里山クラフトづくり、⑨どんど・餅つき。

(3) 調査・提言活動
　　自然環境活用調査
これらの活動について、具体的に、以下に報告する。

1．自然環境保全の活動
(1)里山管理作業　

 富田林「里山ホリデー」と称して、下表のような活動を行った。

いずれも午前１０時～午後３時頃、場所：奥の谷、参加費：200円（小学生以下は無料）

　(2)生きもの水辺づくり
　　　日時：6月1日（日）10時～15時頃、場所：奥の谷の「水の生きもの池」、参加費：200円（小学
　　生以下は無料）、参加者数：大人40人(内公民館行事の19人は会費徴収せず)、子ども28人であった。
　　　午前中は、子ども達を中心に、水の生きもの捕りを実施（メダカ、オタマジャクシ、アメリカザリ
　　ガニなど）。午後は、スタッフを中心に「水の生きもの池」の補修（道路沿いの溝さらえと畦にでき
　　た穴の補修）。
　　　なおこの日は、富田林市中央公民館の行事「里山で遊ぼう」（子ども14人、大人19人）が合流し
　　た。

カワセミ♀

p.4参照

大人 子ども

1  5月25日（日） 6人 0人

果樹の丘の刈草集め、「NICEな森2004」お
よび「NICEな森2003」の間伐（ヒノキ各1
本）、シイタケ原木の置き場所の作成と
2007年植菌木の整理

2  6月22日（日）

3  9月14日（日） 8人 1人 「NICEな森2001」の間伐

4 10月 5日（日）

5 12月 7日（日）

21人
（内NICE 6人は
参加費徴収せ

ず）

10人 ミカンの収穫

6  1月25日（日） 2人 コナラの伐採（シイタケ原木）

7  2月 8日（日）
26人(参加費徴収

せず）
2人

水路脇の樹木の伐採（水利組合と初芝富田
林高、NICEと協働）

8  3月22日（日） 8人 2人 シイタケの植菌

参加人数

雨　天　中　止

雨　天　中　止

開催日回 作　業　内　容
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2．自然観察・昆虫ウォッチング
　(1)自然観察会
　　主として、植物観察を中心に、下表のような日程で実施した。

　　いずれも午前9時～午後1時頃、参加費：200円（小学生以下は無料）

　(2)昆虫ウォッチング
　　　日時：7月19日（土）15時～21時頃、場所：奥の谷、参加費：300円（小学生以下は無料）、参加
　　者数：大人12人、子ども12人。
　　　ネットによる自由採集、バナナトラップ、ライトトラップ、夜間ルート観察を実施した。
　　　観察または採集した昆虫は下記の通りであった。
　　　自由採集：オオシオカラトンボ、アオイトトンボ、ウスバカゲロウsp、ショウリョウバッタ、ハ
　　グロトンボ、オオカマキリ（幼虫）、ササキリsp（幼虫）、ショウジョウトンボ、モンシロチョウ、ヒ
　　メウラナミジャノメ、コクワガタ、キリギリスsp（幼虫）、カミキリムシsp-1、ハンミョウsp、カ
　　ミキリムシsp-2、ハラビロトンボ、マメコガネ、キチョウ、イナゴsp、タマムシ、クロアゲハ、ツ
　　チイナゴ、オンブバッタ、ハグロトンボ、クロタマムシ、チョウトンボ、ギンヤンマ、ゴマダラチョ
　　ウ、カナブン、コミスジ、オニヤンマ。

　(3)自然観察路の整備
　　日時：2月1日（日）10時～15時頃、場所：奥の谷、参加費：200円（小学生以下は無料）、参加　
　者数：大人17人（うち「嶽の会」から大人8人）、子ども2人。
　　　次の２ヶ所の観察路の補修を行った。
　　　①果樹の丘の奥の階段
　　　②みかん小屋の西側斜面の、2004年の国際ワークキャンプで造成した階段
　　　　この行事は、勤労者山岳会「嶽の会」が中心で計画し、協議会の主催行事として実施した。

回 開催日 場所 備考

大人 子ども

1  4月 6日（日） 奥の谷 16人 8人

観察した開花植物（草本）：ショウジョウバカ
マ、コスミレ、シハイスミレ、ノジスミレ、タチ
ツボスミレ、シュンランなど38種。（木本）：オ
オシマザクラ、ヤマザクラ、ウワミズザクラ
（蕾）、コバノミツバツツジ、ヤマツツジなど12
種。

2 5月6日（休） 奥の谷 18人 7人

観察した開花植物（草本）：シャガ、カサスゲ、
タツナミソウ、ニガナ、ノアザミなど51種。（木
本）：アカマツ、ノダフジ、キリ、クサイチゴな
ど16種。

3  6月14日（土） 奥の谷 13人 0人

4  9月 7日（土） 奥の谷 15人 4人

観察した開花植物（草本）：アキノタムラソウ、
オトギリソウ、キンミズヒキ、ゲンノショウコ、
ヘラオモダカ、センニンソウ、ツリガネニンジ
ン、ヌスビトハギ、ヒシ、ヤブラン、ワレモコウ
など57種。（木本）：マルバハギなど。

5 10月19日（日） 錦織公園 10人 2人

観察した開花植物（草本）：アキノタムラソウ、
オミナエシ（河内の里）、ガマ（河内の里）、ヒ
メガマ（河内の里）、ゲンノショウコ（河内の
里）、ツリガネニンジン、ヒヨドリバナ、ボント
クタデ（河内の里）、ワレモコウ、シラヤマギク
（河内の里）、アケボノソウ（河内の里）、アキ
チョウジ（河内の里）、オケラ（河内の里）、ナ
ンバンギセル（河内の里）など44種。

参加人数

35



3．自然環境講座
(1)春の野草を食べる会　
 　　日時：4月29日（祝）10時～15時頃、場所：奥の谷、参加費：300円（小学生以下は無料）、参
　　 加者数：大人27人、子ども14人。
　　 みかん小屋周辺の野草を摘んで調理して食した。
　　メニュー:ヨメナご飯、種々の野草の天ぷら、トトキの和え物、
ヨモギ団子など
　　
(2)自然クラフト(つる細工)
　 雨天のため中止。

4．米づくり講座
　2008年度から、奥の谷の水田約300m2を石垣氏から借地し、米づ
くりを実施することになった。

(1)田植え
 　日時：6月7日（土）10時～14時頃、場所：奥の谷、参加費：200円（小学生以下は無料）、参加者

　 数：大人23人、子ども7人。

　午前中、全員で田植えを行った。昼食はカレーライスを作り、楽しく食べた。予定より少し早めに
　解散した。
　
(2)稲刈り
　 日時：10月11日（土）10時～15時頃、場所：奥の谷、参加費：200円（小学生以下は無料）、参加

　 者数：大人21人(NICEを含む）、子ども2人。

     NICE週末キャンプが合流して稲刈りを行った。NICEの参加者は14名であった。稲刈りおよび穂だ
   掛けを終了した。

　(3)稲こぎ(脱穀)
　 日時：11月1日（土）10時～15時頃、場所：奥の谷、参加費：200円（小学生以下は無料）、参加
　 者数:大人13人（うちNICE4人）、子ども5人。
     NICE週末キャンプが合流して稲刈りを行った。稲刈りおよび穂だ掛けを終了した。

　

５．国際ワークキャンプ
　「国際ワークキャンプ大阪太子・富田林2008」が、富田林の自然を守る会、太子町葉室里山クラブ、

　(3)野鳥観察会
　　　日時：2月28日（土）9時～13時頃、場所：錦織公園、参加費：
　　200円（小学生以下は無料）、講師：上村賢氏（日本野鳥の会）、参
　　加者数：大人17人、子ども1人。
　　　観察した野鳥：カイツブリ、カワウ、アオサギ、マガモ、カルガモ、ヒドリガモ、ホシハジロ、オ
　　オタカ、オオバン、キジバト、カワセミ、コゲラ、ハクセキレイ、ヒヨドリ、ルリビタキ、ジョウ
　　ビタキ、シロハラ、ツグミ、ウグCス（声）、エナガ、ヤマガラ、シジュウカラ、メジロ、アオジ、　
　　カワラヒワ、シメ、スズメ、ムクドリ、ハシボソガラス、ハシブトガラス。

　　　夜間ルート観察：ミヤマクワガタ、トモエガsp、キマワリ、カ
　　ミキリムシsp、コクワガタ、ヒグラシ。
　　　ライトトラップ：コフキコガネ、コガネムシ、ヒメコガネ、コ
　　ロコガネ、ニイニイゼミ、ケラ、ハンミョウ。

コゲラ
p.5参照

ルリビタキ♀

p.6参照
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６．交流会
　(1)忘年会
　　 日時：12月20日（土）10時～15時頃、場所：奥の谷、
　 参加費：300円（小学生以下は無料）、参加者数：大人16
   人、子ども5人。
　　 午前中は、モウソウチクの伐採を行った。午後は休耕
   田の広場で、鶏鍋で交流した。

　(2)新年会（どんどともちつき）
　　 日時：1月17日（土）10時～15時頃、場所：奥の谷、参加費：300円（小学生以下は無料）、参加
　 者数：大人49人、子ども21人。
     最初に書き初めを行い、続いて、どんど焼きを行った。どんどの準備は、前日、富田林の自然を守
　 る会の世話人などで行った。その後もちつきを行い、きな粉餅、あんこ餅、おろし大根餅、雑煮を作
   り、参加者みんなで楽しく食べた。餅は、２升臼を４臼、計８升ついた。

７．冊子「富田林の自然」No.7の発行
　　下記の内容で、「富田林の自然」誌No.7を発行した。
 　　下記の内容で、「富田林の自然」誌No.7を発行した。
  　「子供達と自然(加藤　寛)」、「錦織公園とその周辺の野鳥（上村　賢）」、「自然環境としての川（高
　田直俊）」、「石川における自然回復造成後の昆虫相の推移　－ライトトラップ調査－（田渕武夫、松井
　敬子）」、「H19年度「自然環境保全活用調査その6」報告書より抜粋」、「協議会参加団体の活動紹介（NPO
　法人里山倶楽部、「石川あすかプラン」を考える市民連絡会、竜泉里山クラブ、富田林の自然を守る会、
　富田林勤労者山岳会「嶽の会」、金剛の自然環境を守り育てる会、NICE富田林チーム）」、「平成20年度
　協議会事業報告」、「錦織公園とその周辺の野鳥観察データ（上村　賢）」。

８．自然環境保全活用調査　その７
　　富田林市がNPO法人里山倶楽部に委託した調査に、協議会が合同して調査に参加した。
    2008年度の調査は、「富田林市緑の基本計画」において、「富田林市特有の地形の記憶をとどめる緑
　であり、かつ、生態的にも重要なエコトーンであることから、今後、保全に向けて検討します」とし
　ている「石川の段丘崖の緑」について調査し、保全手法の検討を行うことを目的として実施された。
　　現地調査は、6月17日（北部の段丘崖）、6月26日（南部の段丘崖）、8月11日（汐ノ宮地域の段丘
　崖）に実施した。　　
　　次のような内容の報告書が作成された。〈1.緑の基本計画における「石川沿い段丘崖の緑」の位置づ
　け〉、〈2.「石川沿い段丘崖の緑」の詳細調査（1）調査対象地の位置、（2）石川段丘崖の緑・北部、　

　NICE（日本国際ワークキャンプセンター）の共催で、８月15日（金）～29日（金）の間、奥の谷と太
　子町山田で実施された。8月15日（金）～22日（金）の間は、富田林の自然を守る会が担当して、奥
　の谷で開催された。
　8月16日に歓迎会が行われ、富田林市から産業環境部部長、みどり環境課長、みどり公園係長が来
　賓として参加、市長からのメッセージが紹介された。
　　外国人6人（韓国、フランス、スイス、ドイツ、ベルギー、オーストリアから各1人）、日本人6人
　（埼玉、東京、大阪2人、滋賀）の12人が、奥の谷の小屋（みかん小屋）に宿泊して、ヒノキ林の間伐
　（約50本）および雑木林の下樵り（約500㎡）を実施した。

その他スタッフを含め、地元などから、延
　べ90人の参加があった。協議会からキャンプ運営のため

の援助を行った。

ジョウビタキ♀

p.6参照
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　（3）石川段丘崖の緑・南部〉、〈3.保全施策の提案〉。

９．中野町二丁目の石川段丘崖壁の竹林保全
　　上記の「自然環境保全活用調査」における、石川段丘崖の一つである中野町2丁目にあるマダケを中
　心とした竹林が、所有者の好意により、具体的な保全の検討が可能となった。そのためのより詳細な
　調査を、2月21日に実施し、市民と行政の協働による保全活動の検討を開始した。

１０．会議
　　2008年度(平成20年度)の役員会および総会を以下のように開催した。
　(1)役員会
　①４月１６日（水）午後７時～９時、９０４会議室、出席者５人、内容：傷害・賠償保険（年間行　
　　事）加入契約、作業小屋の契約継続（賃借料の支払い）年間活動計画（里山管理作業、自然観察会、
　　自然環境の講座、国際ワークキャンプ、交流会、冊子「富田林の自然7」の発行、自然環境保全活用
　　調査等）、自然環境保全活用調査委託契約。
　②５月２１日（水）午後７時～９時、９０４会議室、出席者５人、内容：活動報告と事業計画、自然
　　環境活用調査の現地調査について。
　③６月１８日（水）午後７　時～９時、９０４会議室、出席者５人、内容：活動報告と事業計画、自
　　然環境活用調査の現地調査に　ついて。
　④７月１６日（水）午後７時～９時、９０４会議室、出席者５人、内容：活動報告と事業計画。
　⑤９月１７日（水）午後７時～９時、９０４会議室、出席５人、内容：活動報告と事業計画、自然環
　　境活用調査の現地調査について。
　⑥１０月１５日（水）午後７時～９時、２０１会議室、出席者人　内容：活動報告と事業計画。
　⑦１１月１９日（水）午後７時～９時、９０４会議室、出席者５人、内容：活動報告と事業計画、冊
　　子「富田林の自然」の発行、自然環境活用調査について。
　⑧１２月１７日（水）午後７時～９時、９０４会議室、出席者５人、内容：活動報告と事業計画、冊
　　子「富田林　の自然」の発行、自然環境活用調査について。
　⑨１月２１日（水）午後７時～９時、９０４会議室、出席者５人、内容：活動報告と事業計画、冊子
　　「富田林の自然」の発行、自然環境活用調査について。
　⑩２月１８日（水）午後７時～９時、２０１会議室、出席者５人、内容：活動報告と事業計画、冊子
　　「富田林の自然」の発行、自然環境活用調査について。
　⑪３月１０日（火）午後７時～９時、４Ｆ－Ｂ会議室、出席者５人、内容：活動報告と事業計画、冊
　　子「富田林の自然」の発行、自然環境活用調査について、総会議案の討議。

　（2）総会
　　３月２５日（水）午後７時～９時、庁議室

38



属
名

種
小

名
亜
種
名

確
認

季
節

備
考

1
カ

イ
ツ

ブ
リ

カ
イ
ツ
ブ
リ

カ
イ

ツ
ブ

リ
Ta
ch
yb
ap
tu
s

ru
fi
co
ll
is

po
gg

ei
○

通
年

普
通

2
ペ

リ
カ

ン
ウ

カ
ワ

ウ
Ph
al
ac
ro
co
ra
x

ca
rb
o

ha
ne

da
e

○
通
年

普
通

3
コ

ウ
ノ

ト
リ

サ
ギ

ヨ
シ

ゴ
イ

Ix
ob
ry
ch
us

si
ne
ns
is

si
ne

ns
is

春
・
秋

稀

4
コ

ウ
ノ

ト
リ

サ
ギ

ゴ
イ

サ
ギ

Ny
ct
ic
or
ax

ny
ct
ic
or
ax

ny
ct

ic
or

ax
○

通
年

少
な
い

5
コ

ウ
ノ

ト
リ

サ
ギ

サ
サ

ゴ
イ

Bu
to
ri
de
s

st
ri
at
us

am
ur

en
si

s
○

夏
少
な
い

6
コ

ウ
ノ

ト
リ

サ
ギ

ア
マ

サ
ギ

Bu
bu
lc
us

ib
is

co
ro

ma
nd

us
○

夏
少
な
い

7
コ

ウ
ノ

ト
リ

サ
ギ

ダ
イ

サ
ギ

Eg
re
tt
a

al
ba

al
ba

○
通
年

多
い

8
コ

ウ
ノ

ト
リ

サ
ギ

チ
ュ

ウ
サ

ギ
Eg
re
tt
a

in
te
rm
ed
ia

in
te

rm
ed

ia
○

夏
少
な
い

9
コ

ウ
ノ

ト
リ

サ
ギ

コ
サ

ギ
Eg
re
tt
a

ga
rz
et
ta

ga
rz

et
ta

○
通
年

普
通

1
0

コ
ウ

ノ
ト

リ
サ
ギ

ア
オ

サ
ギ

Ar
de
a

ci
ne
re
a

jo
uy

i
○

通
年

多
い

1
1

カ
モ

カ
モ

オ
シ

ド
リ

Ai
x

ga
le
ri
cu
la
ta

○
冬

少
な
い

1
2

カ
モ

カ
モ

マ
ガ

モ
An
as

pl
at
yr
hy
nc
ho
s

pl
at

yr
hy

nc
ho

s
○

冬
普

通

1
3

カ
モ

カ
モ

カ
ル

ガ
モ

An
as

po
ec
il
or
hy
nc
ha

zo
no

rh
yn

ch
a

○
通
年

普
通

1
4

カ
モ

カ
モ

コ
ガ

モ
An
as

cr
ec
ca

cr
ec

ca
○

冬
普

通

1
5

カ
モ

カ
モ

ト
モ

エ
ガ

モ
An
as

fo
rm
os
a

冬
稀

1
6

カ
モ

カ
モ

ヨ
シ

ガ
モ

An
as

fa
lc
at
a

○
冬

稀

1
7

カ
モ

カ
モ

オ
カ

ヨ
シ

ガ
モ

An
as

st
re
pe
ra

st
re

pe
ra

○
冬

普
通

1
8

カ
モ

カ
モ

ヒ
ド

リ
ガ

モ
An
as

pe
ne
lo
pe

○
冬

多
い

1
9

カ
モ

カ
モ

ア
メ

リ
カ

ヒ
ド

リ
An
as

am
er
ic
an
a

○
冬

稀

2
0

カ
モ

カ
モ

オ
ナ

ガ
ガ

モ
An
as

ac
ut
a

ac
ut

a
○

冬
少
な
い

2
1

カ
モ

カ
モ

ハ
シ

ビ
ロ

ガ
モ

An
as

cl
yp
ea
ta

○
冬

少
な
い

2
2

カ
モ

カ
モ

ホ
シ

ハ
ジ

ロ
Ay
th
ya

fe
ri
na

○
冬

少
な
い

2
3

カ
モ

カ
モ

キ
ン

ク
ロ

ハ
ジ

ロ
Ay
th
ya

fu
li
gu
la

○
冬

少
な
い

2
4

カ
モ

カ
モ

ミ
コ

ア
イ

サ
Me
rg
us

al
be
ll
us

冬
稀

2
5

タ
カ

タ
カ

ミ
サ

ゴ
Pa
nd
io
n

ha
li
ae
tu
s

ha
li

ae
tu

s
○

冬
稀

番
号

錦
織

公
園

と
そ

の
周

辺
の

野
鳥

観
察

デ
ー

タ
2
0
0
8
年
1
2
月
1
日
現
在

2
0
0
1
～

学
名

目
科

標
準

和
名

　
　

上
村

　
賢

（
日

本
野

鳥
の

会
大

阪
支

部
）

39



属
名

種
小

名
亜
種
名

確
認

季
節

備
考

番
号

2
0
0
1
～

学
名

目
科

標
準

和
名

2
6

タ
カ

タ
カ

ハ
チ

ク
マ

Pe
rn
is

ap
iv
or
us

or
ie

nt
al

is
○

秋
稀

2
7

タ
カ

タ
カ

ト
ビ

Mi
lv
us

Mi
gr
an
s

li
ne

at
us

○
通
年

稀

2
8

タ
カ

タ
カ

オ
オ

タ
カ

Ac
ci
pi
te
r

ge
nt
il
is

fu
ji

ya
ma

e
○

通
年

少
な
い

2
9

タ
カ

タ
カ

ツ
ミ

Ac
ci
pi
te
r

gu
la
ri
s

gu
la

ri
s

○
秋

稀

3
0

タ
カ

タ
カ

ハ
イ

タ
カ

Ac
ci
pi
te
r

ni
su
s

ni
so

si
mi

li
s

○
通
年

少
な
い

3
1

タ
カ

タ
カ

ノ
ス

リ
Bu
te
o

bu
te
o

ja
po

ni
cu

s
○

冬
少
な
い

3
2

タ
カ

タ
カ

サ
シ

バ
Bu
ta
st
ur

in
di
cu
s

○
春
・
秋

稀

3
3

タ
カ

タ
カ

ク
マ

タ
カ

Sp
iz
ae
tu
s

ni
pa
le
ns
is

or
ie

nt
al

is
通
年

稀

3
4

タ
カ

タ
カ

チ
ュ

ウ
ヒ

Ci
rc
us

sp
il
on
ot
us

sp
il

on
ot

us
○

冬
稀

3
5

タ
カ

ハ
ヤ
ブ
サ

ハ
ヤ

ブ
サ

Fa
lc
o

pe
re
gr
in
us

ja
po

ne
ns

is
○

通
年

少
な
い

3
6

タ
カ

ハ
ヤ
ブ
サ

チ
ゴ

ハ
ヤ

ブ
サ

Fa
lc
o

su
bb
ut
eo

su
bb

ut
eo

○
秋

稀

3
7

タ
カ

ハ
ヤ
ブ
サ

チ
ョ

ウ
ゲ

ン
ボ

ウ
Fa
lc
o

ti
nn
un
cu
lu
s

in
te

rs
ti

nc
tu

s
○

冬
稀

3
8

キ
ジ

キ
ジ

キ
ジ

Ph
as
ia
nu
s

co
lc
hi
cu
s

ro
bu

st
ip

es
○

通
年

少
な
い

3
9

ツ
ル

ク
イ
ナ

ク
イ

ナ
Ra
ll
us

aq
ua
ti
cu
s

in
di

cu
s

冬
稀

4
0

ツ
ル

ク
イ
ナ

ヒ
ク

イ
ナ

Po
rz
an
a

fu
sc
a

er
yt

hr
ot

ho
ra

x
夏

稀

4
1

ツ
ル

ク
イ
ナ

バ
ン

Ga
ll
in
ul
a

ch
lo
ro
pu
s

in
di

ca
○

通
年

少
な
い

4
2

ツ
ル

ク
イ
ナ

オ
オ

バ
ン

Fu
li
ca

at
ra

at
ra

○
冬

少
な
い

4
3

チ
ド

リ
チ
ド
リ

コ
チ

ド
リ

Ch
ar
ad
ri
us

du
bi
us

cu
ro

ni
cu

s
夏

稀

4
4

チ
ド

リ
チ
ド
リ

イ
カ

ル
チ

ド
リ

Ch
ar
ad
ri
us

pl
ac
id
us

ja
po

ni
cu

s
○

通
年

普
通

4
5

チ
ド

リ
チ
ド
リ

シ
ロ

チ
ド

リ
Ch
ar
ad
ri
us

al
ex
an
dr
in
us

ni
ho

ne
ns

is
通
年

稀

4
6

チ
ド

リ
チ
ド
リ

ケ
リ

Va
ne
ll
us

ci
ne
re
us

○
通
年

普
通

4
7

チ
ド

リ
チ
ド
リ

タ
ゲ

リ
Va
ne
ll
us

va
ne
ll
us

冬
稀

4
8

チ
ド

リ
シ
ギ

ク
サ

シ
ギ

Tr
in
ga

oc
hr
op
us

○
冬

少
な
い

4
9

チ
ド

リ
シ
ギ

タ
カ

ブ
シ

ギ
Tr
in
ga

gl
ar
eo
la

春
・
秋

稀

5
0

チ
ド

リ
シ
ギ

イ
ソ

シ
ギ

Ac
ti
ti
s

hy
po
le
uc
os

○
通
年

普
通

5
1

チ
ド

リ
シ
ギ

ヤ
マ

シ
ギ

Sc
ol
op
ax

ru
st
ic
ol
a

○
冬

稀

5
2

チ
ド

リ
シ
ギ

タ
シ

ギ
Ga
ll
in
ag
o

ga
ll
in
ag
o

ga
ll

in
ag

o
○

冬
少
な
い
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属
名

種
小

名
亜
種
名

確
認

季
節

備
考

番
号

2
0
0
1
～

学
名

目
科

標
準

和
名

5
3

チ
ド

リ
カ
モ
メ

ユ
リ

カ
モ

メ
La
ru
s

ri
di
bu
nd
us

○
冬

稀

5
4

チ
ド

リ
カ
モ
メ

セ
グ

ロ
カ

モ
メ

La
ru
s

ar
ge
nt
at
us

ve
ga

e
○

冬
稀

5
5

チ
ド

リ
カ
モ
メ

カ
モ

メ
La
ru
s

ca
nu
s

ka
mt

sc
ha

ts
ch

en
si

s
冬

稀

5
6

チ
ド

リ
カ
モ
メ

ウ
ミ

ネ
コ

La
ru
s

cr
as
si
ro
st
ri
s 

冬
稀

5
7

チ
ド

リ
カ
モ
メ

コ
ア

ジ
サ

シ
St
er
na

al
bi
fr
on
s

si
ne

ns
is

夏
少
な
い

5
8

ハ
ト

ハ
ト

キ
ジ

バ
ト

St
re
pt
op
el
ia

or
ie
nt
al
is

or
ie

nt
al

is
○

通
年

多
い

5
9

ハ
ト

ハ
ト

ア
オ

バ
ト

Sp
he
nu
ru
s

si
eb
ol
di
i

si
eb

ol
di

i
○

春
・
秋

稀

6
0

カ
ッ

コ
ウ

カ
ッ
コ
ウ

ジ
ュ

ウ
イ

チ
Cu
cu
lu
s

fu
ga
x

hy
pe

ry
th

ru
s

春
・
秋

稀

6
1

カ
ッ

コ
ウ

カ
ッ
コ
ウ

カ
ッ

コ
ウ

Cu
cu
lu
s

ca
no
ru
s

te
le

ph
on

us
春
・
秋

稀

6
2

カ
ッ

コ
ウ

カ
ッ
コ
ウ

ツ
ツ

ド
リ

Cu
cu
lu
s

sa
tu
ra
tu
s

ho
rs

fi
el

di
○

春
・
秋

少
な
い

6
3

カ
ッ

コ
ウ

カ
ッ
コ
ウ

ホ
ト

ト
ギ

ス
Cu
cu
lu
s

po
li
oc
ep
ha
lu

s
po

li
oc

ep
ha

lu
s

○
春
・
秋

少
な
い

6
4

フ
ク

ロ
ウ

フ
ク
ロ
ウ

ア
オ

バ
ズ

ク
Ni
no
x

sc
ut
ul
at
a

ja
po

ni
ca

夏
少
な
い

6
5

フ
ク

ロ
ウ

フ
ク
ロ
ウ

フ
ク

ロ
ウ

St
ri
x

ur
al
en
si
s

ja
po

ni
ca

○
夏

少
な
い

6
6

ヨ
タ

カ
ヨ
タ
カ

ヨ
タ

カ
Ca
pr
im
ul
gu
s

in
di
cu
s

jo
ta

ka
夏

稀

6
7

ア
マ

ツ
バ
メ

ア
マ
ツ
バ
メ

ヒ
メ

ア
マ

ツ
バ

メ
Ap
us

af
fi
ni
s

su
bf

ur
ca

tu
s

○
冬

稀

6
8

ア
マ

ツ
バ

メ
ア
マ
ツ
バ
メ

ア
マ

ツ
バ

メ
Ap
us

pa
ci
fi
cu
s

ku
ro

da
e

○
夏

少
な
い

6
9

ブ
ッ

ポ
ウ

ソ
ウ

カ
ワ
セ
ミ

ヤ
マ

セ
ミ

Ce
ry
le

lu
gu
br
is

pa
ll

id
a

○
冬

稀

7
0

ブ
ッ

ポ
ウ

ソ
ウ

カ
ワ
セ
ミ

カ
ワ

セ
ミ

Al
ce
do

at
th
is

be
ng

al
en

si
s

○
通
年

普
通

7
1

キ
ツ

ツ
キ

キ
ツ
ツ
キ

ア
リ

ス
イ

Jy
nx

to
rq
ui
ll
a

ja
po

ni
ca

○
冬

稀

7
2

キ
ツ

ツ
キ

キ
ツ
ツ
キ

ア
オ

ゲ
ラ

Pi
cu
s

aw
ok
er
a

aw
ok

er
a

冬
稀

7
3

キ
ツ

ツ
キ

キ
ツ
ツ
キ

ア
カ

ゲ
ラ

De
nd
ro
co
po
s

ma
jo
r

ho
nd

oe
ns

is
○

冬
稀

7
4

キ
ツ

ツ
キ

キ
ツ
ツ
キ

コ
ゲ

ラ
De
nd
ro
co
po
s

ki
zu
ki

ij
im

ae
○

通
年

普
通

7
5

ス
ズ

メ
ヒ
バ
リ

ヒ
バ

リ
Al
au
da

ar
ve
ns
is

ja
po

ni
ca

○
通
年

普
通

7
6

ス
ズ

メ
ツ
バ
メ

ツ
バ

メ
Hi
ru
nd
o

ru
st
ic
a

gu
tt

ur
al

is
○

夏
普

通

7
7

ス
ズ

メ
ツ
バ
メ

コ
シ

ア
カ

ツ
バ

メ
Hi
ru
nd
o

da
ur
ic
a

ja
po

ni
ca

○
夏

少
な
い

7
8

ス
ズ

メ
ツ
バ
メ

イ
ワ

ツ
バ

メ
De
li
ch
on

ur
bi
ca

da
sy

pu
s

○
夏

少
な
い

7
9

ス
ズ

メ
セ
キ
レ
イ

キ
セ

キ
レ

イ
Mo
ta
ci
ll
a

ci
ne
re
a

ro
bu

st
a

○
通
年

普
通
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属
名

種
小

名
亜
種
名

確
認

季
節

備
考

番
号

2
0
0
1
～

学
名

目
科

標
準

和
名

8
0

ス
ズ

メ
セ
キ
レ
イ

ハ
ク

セ
キ

レ
イ

Mo
ta
ci
ll
a

al
ba

lu
ge

ns
○

通
年

普
通

8
1

ス
ズ

メ
セ
キ
レ
イ

セ
グ

ロ
セ

キ
レ

イ
Mo
ta
ci
ll
a

gr
an
di
s

○
通
年

普
通

8
2

ス
ズ

メ
セ
キ
レ
イ

ビ
ン

ズ
イ

An
th
us

ho
dg
so
ni

ho
dg

so
ni

○
冬

普
通

8
3

ス
ズ

メ
セ
キ
レ
イ

タ
ヒ

バ
リ

An
th
us

sp
in
ol
et
ta

ja
po

ni
cu

s
○

冬
少
な
い

8
4

ス
ズ

メ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ク
イ

サ
ン

シ
ョ

ウ
ク

イ
Pe
ri
cr
oc
ot
us

di
va
ri
ca
tu
s

di
va

ri
ca

tu
s

○
春
・
秋

稀

8
5

ス
ズ

メ
ヒ
ヨ
ド
リ

ヒ
ヨ

ド
リ

Hy
ps
ip
et
es

am
au
ro
ti
s

am
au

ro
ti

s
○

通
年

多
い

8
6

ス
ズ

メ
モ
ズ

モ
ズ

La
ni
us

bu
ce
ph
al
us

bu
ce

ph
al

us
○

通
年

普
通

8
7

ス
ズ

メ
レ
ン
ジ
ャ
ク

キ
レ

ン
ジ

ャ
ク

Bo
mb
yc
il
la

ga
rr
ul
us

ce
nt

ra
la

si
ae

冬
稀

8
8

ス
ズ

メ
レ
ン
ジ
ャ
ク

ヒ
レ

ン
ジ

ャ
ク

Bo
mb
yc
il
la

ja
po
ni
ca

○
冬

稀

8
9

ス
ズ

メ
ツ
グ
ミ

コ
マ

ド
リ

Er
it
ha
cu
s

ak
ah
ig
e

ak
ah

ig
e

春
・
秋

稀

9
0

ス
ズ

メ
ツ
グ
ミ

ノ
ゴ

マ
Lu
sc
in
ia

ca
ll
io
pe

春
・
秋

稀

9
1

ス
ズ

メ
ツ
グ
ミ

コ
ル

リ
Lu
sc
in
ia

cy
an
e

bo
ch

ai
en

si
s

春
・
秋

稀

9
2

ス
ズ

メ
ツ
グ
ミ

ル
リ

ビ
タ

キ
Ta
rs
ig
er

cy
an
ur
us

cy
an

ur
us

○
冬

普
通

9
3

ス
ズ

メ
ツ
グ
ミ

ジ
ョ

ウ
ビ

タ
キ

Ph
oe
ni
cu
ru
s

au
ro
re
us

au
ro

re
us

○
冬

普
通

9
4

ス
ズ

メ
ツ
グ
ミ

ノ
ビ

タ
キ

Sa
xi
co
la

to
rq
ua
ta

st
ej

ne
ge

ri
○

春
・
秋

少
な
い

9
5

ス
ズ

メ
ツ
グ
ミ

イ
ソ

ヒ
ヨ

ド
リ

Mo
nt
ic
ol
a

so
li
ta
ri
us

ph
il

ip
pe

ns
is

○
通
年

少
な
い

9
6

ス
ズ

メ
ツ
グ
ミ

ト
ラ

ツ
グ

ミ
Zo
ot
he
ra

da
um
a

au
re

a
○

冬
少
な
い

9
7

ス
ズ

メ
ツ
グ
ミ

ク
ロ

ツ
グ

ミ
Tu
rd
us

ca
rd
is

○
春
・
秋

少
な
い

9
8

ス
ズ

メ
ツ
グ
ミ

ア
カ

ハ
ラ

Tu
rd
us

ch
ry
so
la
us

ch
ry

so
la

us
○

春
・
秋

少
な
い

9
9

ス
ズ

メ
ツ
グ
ミ

シ
ロ

ハ
ラ

Tu
rd
us

pa
ll
id
us

○
冬

普
通

1
0
0

ス
ズ

メ
ツ
グ
ミ

マ
ミ

チ
ャ

ジ
ナ

イ
Tu
rd
us

ob
sc
ur
us

○
春
・
秋

少
な
い

1
0
1

ス
ズ

メ
ツ
グ
ミ

ツ
グ

ミ
Tu
rd
us

na
um
an
ni

eu
no

mu
s

○
冬

多
い

1
0
2

ス
ズ

メ
ウ
グ
イ
ス

ヤ
ブ

サ
メ

Ur
os
ph
en
a

sq
ua
me
ic
ep
s

○
夏

少
な
い

1
0
3

ス
ズ

メ
ウ
グ
イ
ス

ウ
グ

イ
ス

Ce
tt
ia

di
ph
on
e

ca
nt

an
s

○
通
年

多
い

1
0
4

ス
ズ

メ
ウ
グ
イ
ス

オ
オ

ヨ
シ

キ
リ

Ac
ro
ce
ph
al
us

ar
un
di
na
ce
us

or
ie

nt
al

is
○

夏
少
な
い

1
0
5

ス
ズ

メ
ウ
グ
イ
ス

メ
ボ

ソ
ム

シ
ク

イ
Ph
yl
lo
sc
op
us

bo
re
al
is

xa
nt

ho
dr

ya
s

○
春
・
秋

少
な
い

1
0
6

ス
ズ

メ
ウ
グ
イ
ス

エ
ゾ

ム
シ

ク
イ

Ph
yl
lo
sc
op
us

te
ne
ll
ip
es

○
春
・
秋

稀
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属
名

種
小

名
亜
種
名

確
認

季
節

備
考

番
号

2
0
0
1
～

学
名

目
科

標
準

和
名

1
0
7

ス
ズ

メ
ウ
グ
イ
ス

セ
ン

ダ
イ

ム
シ

ク
イ

Ph
yl
lo
sc
op
us

co
ro
na
tu
s

○
春
・
秋

普
通

1
0
8

ス
ズ

メ
ウ
グ
イ
ス

キ
ク

イ
タ

ダ
キ

Re
gu
lu
s

re
gu
lu
s

ja
po

ne
ns

is
○

冬
少
な
い

1
0
9

ス
ズ

メ
ウ
グ
イ
ス

セ
ッ

カ
Ci
st
ic
ol
a

ju
nc
id
is

br
un

ni
ce

ps
○

通
年

少
な
い

1
1
0

ス
ズ

メ
ヒ
タ
キ

キ
ビ

タ
キ

Fi
ce
du
la

na
rc
is
si
na

na
rc

is
si

na
○

夏
普

通

1
1
1

ス
ズ

メ
ヒ
タ
キ

ム
ギ

マ
キ

Fi
ce
du
la

mu
gi
ma
ki

春
・
秋

稀

1
1
2

ス
ズ

メ
ヒ
タ
キ

オ
オ

ル
リ

Cy
an
op
ti
la

cy
an
om
el
an
a

cy
an

om
el

an
a

○
春
・
秋

少
な
い

1
1
3

ス
ズ

メ
ヒ
タ
キ

サ
メ

ビ
タ

キ
Mu
sc
ic
ap
a

si
bi
ri
ca

si
bi

ri
ca

○
春
・
秋

稀

1
1
4

ス
ズ

メ
ヒ
タ
キ

エ
ゾ

ビ
タ

キ
Mu
sc
ic
ap
a

gr
is
ei
st
ic
ta

○
春
・
秋

少
な
い

1
1
5

ス
ズ

メ
ヒ
タ
キ

コ
サ

メ
ビ

タ
キ

Mu
sc
ic
ap
a

da
uu
ri
ca

da
uu

ri
ca

○
春
・
秋

普
通

1
1
6

ス
ズ

メ
カ
サ
サ
ギ
ヒ
タ
キ

サ
ン

コ
ウ

チ
ョ

ウ
Te
rp
si
ph
on
e

at
ro
ca
ud
at
a

at
ro

ca
ud

at
a

○
春
・
秋

稀

1
1
7

ス
ズ

メ
エ
ナ
ガ

エ
ナ

ガ
Ae
gi
th
al
os

ca
ud
at
us

tr
iv

ir
ga

tu
s

○
通
年

普
通

1
1
8

ス
ズ

メ
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ

コ
ガ

ラ
Pa
ru
s

mo
nt
an
us

re
st

ri
ct

us
冬

稀

1
1
9

ス
ズ

メ
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ

ヒ
ガ

ラ
Pa
ru
s

at
er

in
su

la
ri

s
○

冬
少
な
い

1
2
0

ス
ズ

メ
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ

ヤ
マ

ガ
ラ

Pa
ru
s

va
ri
us

va
ri

us
○

通
年

普
通

1
2
1

ス
ズ

メ
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ

シ
ジ

ュ
ウ

カ
ラ

Pa
ru
s

ma
jo
r

ma
jo

r
○

通
年

多
い

1
2
2

ス
ズ

メ
メ
ジ
ロ

メ
ジ

ロ
Zo
st
er
op
s

ja
po
ni
cu
s

ja
po

ni
ca

○
通
年

多
い

1
2
3

ス
ズ

メ
ホ
オ
ジ
ロ

ホ
オ

ジ
ロ

Em
be
ri
za

ci
oi
de
s

ci
op

si
s

○
通
年

普
通

1
2
4

ス
ズ

メ
ホ
オ
ジ
ロ

ホ
オ

ア
カ

Em
be
ri
za

fu
ca
ta

fu
ca

ta
冬

稀

1
2
5

ス
ズ

メ
ホ
オ
ジ
ロ

カ
シ

ラ
ダ

カ
Em
be
ri
za

ru
st
ic
a

la
ti

fa
sc

ia
○

冬
少
な
い

1
2
6

ス
ズ

メ
ホ
オ
ジ
ロ

ミ
ヤ

マ
ホ

オ
ジ

ロ
Em
be
ri
za

el
eg
an
s

el
eg

an
s

○
冬

稀

1
2
7

ス
ズ

メ
ホ
オ
ジ
ロ

ア
オ

ジ
Em
be
ri
za

sp
od
oc
ep
ha
la

pe
rs

on
at

a
○

冬
普

通

1
2
8

ス
ズ

メ
ホ
オ
ジ
ロ

ク
ロ

ジ
Em
be
ri
za

va
ri
ab
il
is

○
冬

少
な
い

1
2
9

ス
ズ

メ
ホ
オ
ジ
ロ

オ
オ

ジ
ュ

リ
ン

Em
be
ri
za

sc
ho
en
ic
lu
s

py
rr

hu
li

na
冬

少
な
い

1
3
0

ス
ズ

メ
ア
ト
リ

ア
ト

リ
Fr
in
gi
ll
a

mo
nt
if
ri
ng
il
la

○
冬

少
な
い

1
3
1

ス
ズ

メ
ア
ト
リ

カ
ワ

ラ
ヒ

ワ
Ca
rd
ue
li
s

si
ni
ca

mi
no

r
○

通
年

多
い

1
3
2

ス
ズ

メ
ア
ト
リ

マ
ヒ

ワ
Ca
rd
ue
li
s

sp
in
us

○
冬

稀

1
3
3

ス
ズ

メ
ア
ト
リ

ハ
ギ

マ
シ

コ
Le
uc
os
ti
ct
e

ar
ct
oa

br
un

ne
on

uc
ha

○
冬

稀
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属
名

種
小

名
亜
種
名

確
認

季
節

備
考

番
号

2
0
0
1
～

学
名

目
科

標
準

和
名

1
3
4

ス
ズ

メ
ア
ト
リ

ベ
ニ

マ
シ

コ
Ur
ag
us

si
bi
ri
cu
s

sa
ng

ui
no

le
nt

us
○

冬
少
な
い

1
3
5

ス
ズ

メ
ア
ト
リ

ウ
ソ

Py
rr
hu
la

py
rr
hu
la

gr
is

ei
ve

nt
ri

s
○

冬
稀

1
3
6

ス
ズ

メ
ア
ト
リ

イ
カ

ル
Eo
ph
on
a

pe
rs
on
at
a

pe
rs

on
at

a
○

通
年

普
通

1
3
7

ス
ズ

メ
ア
ト
リ

シ
メ

Co
cc
ot
hr
au
st
es

Co
cc
ot
hr
au
st

es
ja

po
ni

cu
s

○
冬

普
通

1
3
8

ス
ズ

メ
ハ
タ
オ
リ
ド
リ

ニ
ュ

ウ
ナ

イ
ス

ズ
メ

Pa
ss
er

ru
ti
la
ns

ru
ti

la
ns

○
冬

少
な
い

1
3
9

ス
ズ

メ
ハ
タ
オ
リ
ド
リ

ス
ズ

メ
Pa
ss
er

mo
nt
an
us

sa
tu

ra
tu

s
○

通
年

多
い

1
4
0

ス
ズ

メ
ム
ク
ド
リ

コ
ム

ク
ド

リ
St
ur
nu
s

ph
il
ip
pe
ns
is

春
・
秋

稀

1
4
1

ス
ズ

メ
ム
ク
ド
リ

ム
ク

ド
リ

St
ur
nu
s

ci
ne
ra
ce
us

○
通
年

多
い

1
4
2

ス
ズ

メ
カ
ラ
ス

カ
ケ

ス
Ga
rr
ul
us

gl
an
da
ri
us

br
an

dt
ii

○
冬

少
な
い

1
4
3

ス
ズ

メ
カ
ラ
ス

ハ
シ

ボ
ソ

ガ
ラ

ス
Co
rv
us

co
ro
ne

or
ie

nt
al

is
○

通
年

多
い

1
4
4

ス
ズ

メ
カ
ラ
ス

ハ
シ

ブ
ト

ガ
ラ

ス
Co
rv
us

ma
cr
or
hy
nc
ho
s

ja
po

ne
ns

is
○

通
年

多
い

1
4
5

キ
ジ

キ
ジ

コ
ジ

ュ
ケ

イ
Ba
mb
us
ic
ol
a

th
or
ac
ic
a

th
or

ac
ic

a
○

通
年

普
通

1
4
6

ハ
ト

ハ
ト

カ
ワ

ラ
バ

ト
Co
lu
mb
a

li
vi
a

○
通
年

普
通

1
4
7

ス
ズ

メ
チ
メ
ド
リ

ソ
ウ

シ
チ

ョ
ウ

Le
io
th
ri
x

lu
te
a

○
冬

稀

1
2
0

1
4
7

1
4
7

＊
日

本
野

鳥
の
会
宮
城
県
支
部
作
成
の
日
本

産
鳥

類
リ

ス
ト

(
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
g
e
o
c
i
t
i
e
s
.
j
p
/
w
b
s
j
_
m
i
y
a
g
i
/
b
i
r
d
-
l
i
s
t
.
h
t
m
l
)
を
元
に
改
編
。

＊
確

認
欄

の
○
印
は
、
２
０
０
１
年
以
降
の

記
録

。
○

印
の

な
い

も
の

は
、

生
息

の
記

録
が

あ
る

も
の

、
あ
る
い
は
、
生
息
の
可
能
性
が
あ
る
も
の
を
示
す
。

＊
季

節
欄

の
用
語
の
意
味
は
、
次
の
と
お
り

。
こ

の
地

域
を

基
準

と
し

て
い

る
た

め
、

図
鑑

に
記

載
さ

れ
て
い
る
｢
留
鳥
｣
｢
夏
鳥
｣
｢
冬
鳥
｣
｢
旅
鳥
｣
と
は
異
な
る
。

通
年
：

こ
の
地
域
で
年
間
を
通
じ

て
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

、
繁

殖
し

て
い

る
種

。

夏
：

夏
に
こ
の
地
域
で
確
認
す

る
こ

と
が

で
き

、
繁

殖
し

て
い

る
種

。

春
・
秋
：

こ
の
地
域
を
春
と
秋
に

通
過

す
る

種
。

冬
：

こ
の
地
域
で
越
冬
す
る
種

。
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